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 論  文  内  容  要  旨  
            氏 名 石黒 和子 
細 菌 の 代 謝 活 性 は 齲 蝕 や 歯 周 疾 患 な ど の 発 症 や 進 行 に 密 接 に 関 係
す る 。 そ の メ カ ニ ズ ム を 解 明 し 、 制 御 す る た め に は 、 細 菌 の 代 謝 活
性 を リ ア ル タ イ ム に 測 定 す る こ と が 不 可 欠 で あ る 。 こ れ ま で 細 菌 の
代 謝 活 性 の リ ア ル タ イ ム 測 定 法 と し て は 、 酸 産 生 量 を モ ニ タ ー す る
p H ス タ ッ ト 法 が 用 い ら れ て き た 。 し か し 、 こ の 方 法 は 代 謝 に よ り 酸
を 産 生 す る 齲 蝕 関 連 細 菌 等 の 代 謝 活 性 は 測 定 で き る が 、 酸 産 生 性 を
持 た な い 歯 周 疾 患 関 連 細 菌 に は 適 用 で き な い 。 そ こ で 本 研 究 で は 、
P o r p h y r o m o n a s  g i n g i v a l i s （ P g ）、 F u s o b a c t e r i u m  n u c l e a t u m （ F n ）、
P r e v o t e l l a  i n t e r m e d i a  （ P i ） と い っ た 歯 周 疾 患 関 連 細 菌 の リ ア ル
タ イ ム 代 謝 活 性 測 定 法 を 、 蛍 光 色 素 r e s a z u r i n を 応 用 し て 確 立 し た 。
さ ら に 、 本 法 を 用 い て 各 種 薬 剤 に よ る 代 謝 活 性 へ の 影 響 を 検 討 し た 。 
実 験 に は 、上 記 3 菌 種 と 齲 蝕 関 連 細 菌 で あ る S t r e p t o c o c c u s  m u t a n s
（ S m ） を 嫌 気 培 養 し て 用 い た 。 各 菌 懸 濁 液 に r e s a z u r i n を 加 え 、 さ
ら に 代 謝 基 質 と し て g l u c o s e （ G c ）、 t r y p t o n e ( T r ) 、 g l u t a m a t e ( G t )
ま た は a s p a r t a t e を 添 加 し た 際 の 蛍 光 強 度 増 加 か ら 各 細 菌 の 代 謝 活
性 を 推 測 し た 。 次 に 、 抗 菌 薬 剤 で あ る フ ッ 化 カ リ ウ ム （ F ）、 グ ル コ
ン 酸 ク ロ ル ヘ キ シ ジ ン （ C H X ）、 塩 化 セ チ ル ピ リ ジ ニ ウ ム （ C P C ）、 ラ
ウ リ ル 硫 酸 ナ ト リ ウ ム （ S D S ） 及 び ミ ノ サ イ ク リ ン （ M C ） を 加 え た 際
の 代 謝 活 性 へ の 影 響 を 検 討 し た 。  
そ の 結 果 、 P g は T r 、 F n は T r と G t 、 P i 及 び S m は G c 添 加 後 に 、 蛍
光 強 度 増 加 速 度 が 顕 著 に 上 昇 し た こ と か ら 、 本 手 法 を 用 い て こ れ ら
の 細 菌 の 代 謝 活 性 が リ ア ル タ イ ム に 測 定 で き る こ と が 示 さ れ た 。 薬
剤 に よ る 影 響 に つ い て は 、 F は 1 0 0 0  µ g / m L で F n の T r 代 謝 及 び S m
の G c 代 謝 を 有 意 に 抑 制 し た が 、 他 の 菌 種 を 抑 制 し な か っ た 。 C H X は
2 5 － 5 0  µ g / m L で P g の T r 代 謝 を 、 1 0 － 2 5  µ g / m L で F n の T r 代 謝 及 び
P i の T r・ G c 代 謝 を 、 5 － 1 0  µ g / m L で S m の G c 代 謝 を 有 意 に 抑 制 し た 。
C P C 及 び S D S で は 、 4 菌 種 す べ て の 代 謝 に お い て 、 そ れ ぞ れ 0 . 5 － 2 . 5  
µ g / m L 及 び 2 5 － 5 0  µ g / m L で 有 意 に 抑 制 し た 。 一 方 、 M C で は 実 験 に 使
用 し た 濃 度 で は 有 意 な 代 謝 抑 制 は 認 め ら れ な か っ た 。 こ れ ら の 結 果
は 、 既 報 の M I C（ 最 小 発 育 阻 止 濃 度 ） と 異 な る も の が 多 く 、 抗 菌 作 用
と し て 、 増 殖 に 対 す る 作 用 と 代 謝 に 対 す る 作 用 で は 異 な る こ と が 示
唆 さ れ た 。  
本 研 究 に よ っ て 、r e s a z u r i n を 用 い た 歯 周 疾 患 関 連 細 菌 の 代 謝 活 性
の リ ア ル タ イ ム 測 定 法 を 確 立 し た 。 本 法 に よ る 代 謝 活 性 を 対 象 と し
た 抗 菌 作 用 の 評 価 は 、 薬 剤 の 安 全 か つ 有 効 な 利 用 法 の 検 討 に 有 用 な
知 見 と な る こ と が 示 唆 さ れ た 。  
 
 
 
